法政大学　理工学部　機械工学科　井上保雄
環　境　工　学2022
１．講義時間　

月曜日　１３：２０－１５：００（３時限）
２．講義内容
１）　環境概論(環境基本法/COP/SDGs/ESG)               　　４月１１日
２）　環境問題の歴史と発展　　　　　　　　　　  　　　　　４月１８日
３）　大気汚染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４月２５日
４）　水質汚濁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月０９日
５）　土壌汚染、地盤沈下　　　　　　　　　　　　　　　　　５月１６日
６）　騒音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２３日
７）　低周波音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月３０日
８）　振動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月０６日
９）　悪臭、ダイオキシン、ＰＣＢ　　　　　　　　　　　　　６月１３日
１０）廃棄物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月２０日
→　課題レポート提出期日（６／２７）授業前／ＰＤＦ可
１１）リサイクル、リユース　　　　　　　　　　　　　　　　６月２７日
１２）地球温暖化、新エネルギー　　　　　　　　　　　　　　７月０４日
１３）放射能、ゼロエミッション　　　　　　　　　　　　　　７月１１日
１４）環境管理、環境監査、環境影響評価（環境アセスメント）７月１８日
春学期試験　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７月２５日

【課題レポートの内容】
1．題目：新聞、雑誌など環境に関する話題
2．現状の説明
3．問題点

4．解決方法

5．自分の考え

6．参考文献など
7．字数：1500字以上
8．提出日：６月２７日　授業前

３．授業評価方法及び評価基準
１）評価方法　：　課題レポート（５０％）、春学期試験（５０％）で評価する。
２）評価基準　：　原則、出席率７０％（１０回）以上を評価の対象にする。
就職活動、体調不良等で欠席する場合、その旨の連絡を受けた場合は出席とみなす。yasuo.inoue.98@hosei.ac.jp, ino-yasu@i.softbank.jp, 090-1760-7516
４．授業方法

都度、資料を配布し、パワーポイントを用いて写真等を見ながら、授業内容を理解してもらう。環境全般について説明し、技術者あるいは社会人として必要な環境問題の知識を得ると共に重要性を認識してほしい。また、製品が、どのようにして開発されているか、専門分野である音響振動関連の最先端技術の紹介、大型案件の受注から実施計画、設計、建設、納品までの過程を説明、実社会（企業）で経験してきた有益な情報を伝える。

機械工学科の学生の多くはメーカーに就職する。何を設計するにしても環境配慮は必須である。特に機械・装置の設計に騒音・振動の検討は欠かせない。将来的にも環境、エネルギー、福祉などの分野は社会的にも注目されており、社会人として環境に係る知識を身につけることは、今後の人生にとって有意なことである。環境全般を広く知る中で、自分の興味の持てそうな分野を見つけ、深く勉強していただけると幸いである。
４．トピックス

例えば、下記のようなトピックスを講義と並行して紹介する。
（１）．工学的センスと技術者としての成長（技術者として大成するには）
（２）．企業人としての倫理、企業の社会的責任など（就職を前にして）
（３）．論文等の作成に当たって―著作権法など―

（４）．アクティブ・ノイズ・コントロール（音で音を消す技術）
（５）．ジェットエンジンの低騒音化/地上試運転用騒音低減装置
（６）．化石燃料と液化天然ガス基地（グランドフレア）の低周波音低減
（７）．風車音の実態と低減（その1.最新の計測技術：音の可視化など）
（８）．風車音の実態と低減（その2.最新の低減技術：可変動吸振器、空力音低減
ディバイスの開発など）
（９）．大型案件（揚陸艇試運転場）の受注から設計・施工・性能確認まで
（１０）．熱音響技術の応用（余剰熱で音波を発生、音波の力で冷凍・発電）
（１１）．初めての海外出張（ブラジル、アマゾン川のガスタービン発電所の騒音低減）
（１２）．初めての国際会議（スエーデン、イエテボリで開催された国際会議）
（１３）．初めての海外視察（欧米の優れた技術をもつ企業・大学の視察）
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